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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府・日銀による経済政策・金融緩和政策を背景に、企業収

益や雇用環境の改善が図られ、緩やかな回復基調が続いておりますが、中国をはじめとする海外景気の下振れ懸念

等から、その先行きは不透明な状況にあります。

 当社グループの事業に大きく関係する情報通信分野では、光ブロードバンドサービスの普及・拡大やモバイル通

信サービスの高速化・大容量化等が進展し、ＮＴＴグループの光コラボレーションモデルやＭＶＮＯ市場の拡大

等、新たな需要拡大の動きがみられるほか、ＩｏＴの進展やクラウドサービス拡大等、ＩＣＴを活用した多様なサ

ービスが展開されています。また、政府が推し進める国土強靭化や地方創生に向けた施策に伴い、社会インフラ・

環境の整備が進展しつつあります。 

 このような事業環境のなか、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、通信事業各社からの受注減少の

影響があったものの、ＩＣＴソリューション事業の拡大等により受注高370億97百万円（前年同期比100.4％）、売

上高343億81百万円（前年同期比100.1％）、営業利益10億56百万円（前年同期比131.7％）、経常利益12億19百万

円（前年同期比125.6％）、親会社株主に帰属する四半期純利益７億83百万円（前年同期比101.3％）となりまし

た。

 なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。 

 当第２四半期連結累計期間におけるセグメント別の概況は次のとおりです。 

 

①総合エンジニアリング事業

 通信事業各社の設備投資の減少等に伴い受注高、売上高、営業利益は前年同期に比べいずれも減少しました。 

 

②ＩＣＴソリューション事業

 システム開発や半導体製造装置保守等の拡大により、受注高、売上高、営業利益は前年同期に比べいずれも増

加しました。

 

③住宅不動産事業

 販売物件が少なく売上高は減少しましたが、コスト低減等により、営業利益は前年同期に比べ増加しました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末における流動資産は320億66百万円となり、前連結会計年度末に比べ31億76百万円

減少いたしました。これは主に売上債権の回収が進んだことにより受取手形・完成工事未収入金等が59億35百万円

減少したことによるものであります。固定資産は285億７百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億60百万円増

加いたしました。これは主に建設仮勘定が91百万円、投資有価証券が84百万円増加したこと等によるものでありま

す。

 この結果、総資産は、605億73百万円となり、前連結会計年度末に比べ27億16百万円減少いたしました。

 

（負債）

 当第２四半期連結会計期間末における流動負債は114億11百万円となり、前連結会計年度末に比べ32億87百万円

減少いたしました。これは主に支払手形・工事未払金等が19億25百万円、未払法人税等が３億１百万円減少したこ

とによるものであります。固定負債は105億61百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億５百万円増加いたしま

した。これは主に長期借入金が２億17百万円増加したことによるものであります。

 この結果、負債合計は、219億73百万円となり、前連結会計年度末に比べ31億81百万円減少いたしました。

 

（純資産）

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は386億円となり、前連結会計年度末に比べ４億64百万円増加

いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益７億83百万円及び剰余金の配当２億97百万円による

ものであります。

 この結果、自己資本比率は60.1％（前連結会計年度末は56.7％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点では、平成27年５月８日に公表いたしました平成28年３月期の連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。

 

 

（４）表示方法の変更

 従来、総合エンジニアリング事業において「完成工事高」に含めて表示していた一部の売上高について、重要性

が増加していることから、実態に即した表示を行うため、第１四半期連結累計期間より「兼業事業売上高」に含め

て表示することに変更し、関連する売上原価、売上総利益についても、「完成工事原価」、「完成工事総利益」か

ら「兼業事業売上原価」、「兼業事業総利益」に含めて表示することとしました。この表示方法の変更を反映する

ため、前第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを行っております。

 この結果、前第２四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「完成工事高」に含めていた1,669百

万円、「完成工事原価」に含めていた1,398百万円及び「完成工事総利益」に含めていた270百万円を、それぞれ

「兼業事業売上高」、「兼業事業売上原価」及び「兼業事業総利益」に組替えております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 8,896 10,157 

受取手形・完成工事未収入金等 21,049 15,114 

リース債権及びリース投資資産 1,835 2,453 

未成工事支出金 233 389 

仕掛品 6 34 

仕掛販売用不動産 1,152 1,644 

販売用不動産 58 62 

商品 257 368 

材料貯蔵品 624 589 

繰延税金資産 710 582 

その他 548 795 

貸倒引当金 △130 △126 

流動資産合計 35,242 32,066 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 4,734 4,647 

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 2,285 2,250 

土地 8,405 8,446 

貸与資産（純額） 356 310 

建設仮勘定 2 94 

有形固定資産合計 15,784 15,748 

無形固定資産 421 379 

投資その他の資産    

投資有価証券 10,137 10,221 

長期貸付金 84 119 

繰延税金資産 160 163 

その他 1,582 1,983 

貸倒引当金 △124 △108 

投資その他の資産合計 11,841 12,379 

固定資産合計 28,047 28,507 

資産合計 63,289 60,573 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 6,281 4,355 

短期借入金 3,439 3,481 

リース債務 144 130 

未払法人税等 568 267 

未成工事受入金 245 186 

賞与引当金 1,529 1,249 

役員賞与引当金 40 － 

工事損失引当金 30 36 

その他 2,418 1,703 

流動負債合計 14,698 11,411 

固定負債    

長期借入金 5,436 5,654 

リース債務 307 348 

繰延税金負債 262 346 

役員退職慰労引当金 271 244 

退職給付に係る負債 3,766 3,584 

その他 410 384 

固定負債合計 10,456 10,561 

負債合計 25,154 21,973 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,676 5,676 

資本剰余金 4,425 4,425 

利益剰余金 24,659 25,144 

自己株式 △2,134 △2,129 

株主資本合計 32,626 33,116 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 3,030 3,049 

退職給付に係る調整累計額 222 210 

その他の包括利益累計額合計 3,253 3,260 

新株予約権 345 338 

非支配株主持分 1,909 1,883 

純資産合計 38,135 38,600 

負債純資産合計 63,289 60,573 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高    

完成工事高 25,749 23,924 

兼業事業売上高 8,598 10,456 

売上高合計 34,348 34,381 

売上原価    

完成工事原価 23,649 22,067 

兼業事業売上原価 6,867 8,346 

売上原価合計 30,516 30,414 

売上総利益    

完成工事総利益 2,099 1,857 

兼業事業総利益 1,731 2,109 

売上総利益合計 3,831 3,967 

販売費及び一般管理費 3,028 2,910 

営業利益 802 1,056 

営業外収益    

受取利息 11 14 

受取配当金 110 117 

受取賃貸料 74 60 

持分法による投資利益 10 6 

その他 87 58 

営業外収益合計 294 257 

営業外費用    

支払利息 49 41 

賃貸費用 67 49 

その他 9 4 

営業外費用合計 126 95 

経常利益 970 1,219 

特別利益    

固定資産売却益 2 0 

投資有価証券売却益 9 6 

負ののれん発生益 335 － 

特別利益合計 347 6 

特別損失    

固定資産処分損 42 29 

関係会社株式売却損 82 － 

減損損失 11 － 

その他 3 － 

特別損失合計 138 29 

税金等調整前四半期純利益 1,178 1,196 

法人税、住民税及び事業税 132 224 

法人税等調整額 314 203 

法人税等合計 446 428 

四半期純利益 732 768 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △41 △15 

親会社株主に帰属する四半期純利益 773 783 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 732 768 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 374 66 

退職給付に係る調整額 8 △11 

持分法適用会社に対する持分相当額 18 △46 

その他の包括利益合計 401 8 

四半期包括利益 1,133 776 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,174 791 

非支配株主に係る四半期包括利益 △40 △14 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日  至 平成26年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 

 

総合エンジ

ニアリング

事業 

ＩＣＴ 

ソリュー 

ション事業 

住宅不動産

事業 

売上高            

(1)外部顧客への売上高 26,563 7,304 480 34,348 － 34,348 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
82 804 3 890 △890 － 

計 26,646 8,108 483 35,238 △890 34,348 

セグメント利益 451 318 19 789 13 802 

（注）１ セグメント利益の調整額13百万円は、セグメント間取引消去及び全社費用であります。 

  ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 重要な減損損失はありません。 

 

（重要な負ののれん発生益） 

 「総合エンジニアリング事業」セグメントにおいて、連結子会社である愛知ＮＤＳ株式会社及び静岡ＮＤＳ株

式会社の株式を追加取得した事により、当第２四半期連結累計期間において負ののれん発生益248百万円を計上し

ております。 

 

 「ＩＣＴソリューション事業」セグメントにおいて、連結子会社であるＮＤＳソリューション株式会社が少数

株主から自己株式を取得した事により、当第２四半期連結累計期間において負ののれん発生益86百万円を計上し

ております。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日  至 平成27年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 

 

総合エンジ

ニアリング

事業 

ＩＣＴ 

ソリュー 

ション事業 

住宅不動産

事業 

売上高            

(1)外部顧客への売上高 25,572 8,503 305 34,381 － 34,381 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
45 590 2 637 △637 － 

計 25,617 9,093 307 35,019 △637 34,381 

セグメント利益 397 615 30 1,042 13 1,056 

（注）１ セグメント利益の調整額13百万円は、セグメント間取引消去及び全社費用であります。 

  ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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